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ニッポンの美味しいを共に創る

面付け移動

　神奈川県厚木市から宮城県蔵王町へ移転して今年で60年を迎えた一般財

団法人蔵王酪農センターは、生乳の生産だけでなく乳製品の研究や製造販売に

いち早く取り組んだことでも知られている。独自ブランド「蔵王チーズ」は国産ナ

チュラルチーズの先駆けとして県内外の消費者に幅広く支持され、手土産や地元

自治体のふるさと納税返礼品としても人気が高い。地域に根差した経営

手法や方針は製造部門やサービス部門に留まらず、根幹となる生産

部門も同様だ。法人設立時に掲げた“実験農場”という理念はいま

も大切に堅持し、蔵王連峰の山麓に広がる約１１０haもの

敷地面積を生かした牧場経営を続けている。

一生懸命
Ⅰ

宮城県蔵王町

蔵王
酪農センター

蔵王酪農を守るため蔵王酪農を守るため
地域に根差した"実験農場"
地域に根差した"実験農場"

宮城県

Zao
  dairy center

蔵王観光
に来たら

センター
に立ち寄

ってね

牛舎の向こうに

蔵王連峰が見える

一生懸命Ⅰ（宮城県／一般財団法人蔵王酪農センター）
　　蔵王酪農を守るため　地域に根差した“実験農場”

03

NEWS　宮崎県が個人、鹿児島が団体で最高位
　　第48回九州管内系統和牛枝肉共励会

08

NEWS　配合飼料安定基金制度について10

NEWS　牛肉輸出拡大とインバウンド需要への対応26

CONTENTS

03

08

12

28

42

ニッポンの美味しいを共に創る

教えて！中研 テーマ：新商品・新しい知見
　　【肉牛】輸送ストレスを最小限に抑える　「はつらつモウラック」の効果検証
　　【養豚】１頭でも多くの子豚を救いたい！多産系母豚の死産対策
　　【養鶏】鶏の脂肪肝対策̶飼料の栄養バランスの重要性̶

18

Dr. ジーアのMyカルテ
　　代謝プロファイルテストで黒毛和種繁殖農場の成績アップ！

24

きてみて！ うちの学校（栃木県／栃木農業高等学校）
　　学校産の牧草サイレージを給餌

28

12

37

16 ET研便り　ＥＴ研究所種雄牛の紹介

一生懸命Ⅱ（佐賀県／古河畜産）
　　作業効率を高めた繁殖牛生産

38

42

41

40

43

JACCネット 子牛市場情報

マーケット情勢

読者の広場

読者プレゼント

ちくさんクラブ21公式 LINE 紹介

人気記事ランキング

32 NEWS　第 18回全農養豚セミナー2024

34 NEWS　高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）に備える

36 高病原性鳥インフルエンザについて

表 3 表 2

vol.152
2025

1月号

03 ちくさんクラブ21　Vol.152



針
で
、
別
棟
の
育
成
牛
舎
に
は
約
50
頭
の
未
経

産
牛
を
飼
養
す
る
。

　
生
産
部
門
は
２
人
の
パ
ー
ト
社
員
を
含
め
た

10
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
い
、
製
造
部
門
や
サ
ー

ビ
ス
部
門
を
合
わ
せ
た
全
体
で
は
約
60
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
セ
ン
タ
ー
を
支
え
て
い
る
。
生
産
部

門
は
牧
草
栽
培
も
担
当
し
、
１
人
が
専
任
業
務

と
し
て
耕
作
地
の
管
理
に
当
た
り
、
収
穫
時
な

ど
は
他
部
署
の
人
員
も
作
業
に
加
わ
り
ス
タ
ッ

フ
総
出
で
行
う
。
今
年
の
作
付
け
面
積
は
80
　

で
、
こ
こ
数
年
は
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
を
メ

イ
ン
に
栽
培
。
円
安
に
よ
る
輸
入
飼
料
価
格
の

高
騰
傾
向
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
で
は
一
昨
年
か

ら
所
有
農
地
だ
け
で
な
く
耕
作
放
棄
地
を
10
　

ほ
ど
借
り
受
け
て
耕
作
面
積
を
増
や
し
て
い

る
他
、
収
量
を
見
込
め
る
草
地
の
更
新
に
手

間
を
か
け
、
自
給
粗
飼
料
の
増
産
に
努
め
て

い
る
。

　
蔵
王
酪
農
セ
ン
タ
ー
は
、
高
原
の
自
然
に
囲

ま
れ
た
チ
ー
ズ
工
場
と
チ
ー
ズ
直
売
所
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
複
数
で
構
成
す
る
。
蔵
王
観
光
の

定
番
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
生
産
部
門
で
は
2
0
1
7
年
に
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
を
利
用
し
て
牛
舎
を
新
築
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
搾
乳
機
を
蔵
王
周
辺
で
初
め
て
導
入
し

た
。
新
し
い
時
代
の
酪
農
を
実
践
し
、
学
ぶ
た

め
だ
と
い
う
。
農
場
長
で
生
産
部
の
川
村
和
記

課
長
は
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
機
を
導
入
し
た
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
「
作
業
が
合
理
化
さ
れ
、
少
な
い

ス
タ
ッ
フ
で
も
余
裕
の
あ
る
飼
養
管
理
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
不
都
合
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
乳
房
や
乳
頭
の
向
き
に
よ
っ

て
は
個
体
ご
と
の
調
整
が
必
須
。
ロ
ボ
ッ
ト
に

な
っ
た
と
は
い
え
、
す
べ
て
機
械
任
せ
と
い
う

こ
と
は
な
く
、
牛
を
見
る
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
」
と
話
す
。
牛
舎
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
機
の

他
、
４
頭
を
同
時
に
搾
乳
で
き
る
ア
ブ
レ
ス
ト

パ
ー
ラ
ー
を
備
え
、
個
体
の
特
性
に
合
っ
た
２

通
り
の
方
法
で
搾
乳
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
現
在
の
飼
養
頭
数
は
経
産
牛
95
頭
（
搾
乳
牛

70
頭
）
で
、
昨
年
度
の
出
荷
乳
量
は
９
２
０

ｔ
。
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
機
を
据
え
た
コ
ン
ポ
ス
ト

バ
ー
ン
牛
舎
に
は
最
大
１
０
０
頭
を
飼
養
可
能

だ
。
増
頭
や
更
新
は
基
本
的
に
自
家
育
成
の
方

　
農
場
か
ら
30
分
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
、
セ
ン

タ
ー
が
運
営
す
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

担
当
す
る
生
産
部
の
毛
利
靖
幸
課
長
は
「
自
家

産
粗
飼
料
の
割
合
は
重
量
ベ
ー
ス
で
３
割
ほ

ど
。
収
穫
量
を
増
や
す
た
め
に
草
地
更
新
を
実

施
し
、
栄
養
化
が
高
く
品
質
が
安
定
し
た
牧
草

作
り
を
心
が
け
て
い
る
」
と
話
す
。

　
高
騰
す
る
飼
料
コ
ス
ト
を
低
減
し
よ
う
と
、

発
酵
飼
料
に
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
（
食
品
残
さ
か
ら

製
造
さ
れ
た
飼
料
）
を
活
用
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｍ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
扱
っ
て
い
る
エ
コ
フ
ィ
ー
ド

は
、
ビ
ー
ル
製
造
の
副
産
物
で
あ
る
麦
芽
粕
が

メ
イ
ン
。
月
に
２
回
ほ
ど
仙
台
市
に
あ
る
ビ
ー

ル
工
場
か
ら
脱
水
と
サ
イ
レ
ー
ジ
処
理
さ
れ
た

も
の
が
運
ば
れ
て
く
る
。
１
回
の
搬
入
量
は
13

ｔ
で
、
タ
ン
パ
ク
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
飼
料
と
し
て
優
れ
て
い
る
と
い
う
。
毛

利
課
長
は
「
ま
と
ま
っ
た
量
を
定
期
的
に
入
手

で
き
、
品
質
が
安
定
し
て
い
る
た
め
、
飼
料
の

設
計
が
し
や
す
く
助
か
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
こ
の
他
に
、
ウ
イ
ス
キ
ー
粕
や
チ
ー
ズ
製
造

で
発
生
す
る
ホ
エ
イ
も
配
合
し
て
い
る
。
チ
ー

ズ
製
造
の
副
産
物
で
あ
る
ホ
エ
イ
は
加
工
処
理

後
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
あ
る
乳
清
飲
料
「
Ｍ

Ｏ
Ｌ
Ｋ
（
モ
ル
ク
）
」
と
し
て
も
販
売
し
て
い

る
が
、
飼
料
に
混
ぜ
る
こ
と
で
嗜
好
性
が
良
く

な
り
、
餌
の
食
い
込
み
が
違
う
と
い
う
。
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
と
し
て
使
う
こ
と
で
廃
棄
に
か
か
る

コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ホ

エ
イ
を
飼
料
に
活
用
し
て
い
る
の
は
全
国
的
に

も
珍
し
い
と
い
う
。

　
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
、
蔵
王

酪
農
セ
ン
タ
ー
で
使
う
飼
料
の

他
に
、
蔵
王
周
辺
の
酪
農
家

７
戸
向
け
の
飼
料
も
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。

現
在
、
育
成
牛
向
け
の
ド
ラ
イ
飼
料
を
年
間

１
５
０
０
ｔ
、
経
産
牛
向
け
の
発
酵
飼
料
を

年
間
３
０
０
０
ｔ
供
給
す
る
。
Ｊ
Ａ
全
農
く
み

あ
い
飼
料
㈱
が
利
用
者
に
合
っ
た
飼
料
を
設
計

し
、
各
農
家
に
提
案
し
て
い
る
。
同
社
の
担
当

者
は
「
コ
ス
ト
を
抑
え
て
農
家
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
捉
え
、
頭
数
や
経
営

に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
い
る
。
生
産

者
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
築
き
な
が
ら
経
営

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
施
設
内
に
あ
る
工
場
で
は
現
在
15
種
類
の

チ
ー
ズ
を
製
造
し
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
は
じ

め
と
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
の
他
、
ゴ
ー
ダ

チ
ー
ズ
や
チ
ェ
ダ
ー
チ
ー
ズ
な
ど
の
熟
成
チ
ー

ズ
も
作
っ
て
い
る
。
原
料
は
蔵
王
山
麓
の
酪
農

家
が
生
産
し
た
新
鮮
な
生
乳
。
年
間
5
0
0
0

ｔ
を
仕
入
れ
、
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
な
ど
の
乳
製

品
、
加
工
原
料
用
の
業
務
用
牛
乳
な
ど
を
製
造

し
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
チ
ー
ズ
作
り
を
学
ぶ
年
4

回
の
研
修
だ
け
で
な
く
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
や

畜
産
団
体
の
社
員
研
修
、
農
業
高
校
や
農
業

大
学
校
の
実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
お
り
、
多
様
な
飼
養
環
境
を
見

て
学
べ
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ー
ズ
研
修

に
は
こ
れ
ま
で
延
べ
2
0
0
0
人
以
上
の
人

が
学
び
に
訪
れ
た
。

　
飼
料
価
格
の
高
騰
は
、
蔵
王
周
辺
の
生
産
者

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
蔵
王
酪
農
セ
ン
タ
ー
の

事
業
経
営
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
草
地
更
新
と
圃
場
拡
大
で
質
の
良

い
粗
飼
料
の
収
量
を
増
や
し
つ
つ
、
経
産
牛
の

飼
養
頭
数
を
縮
小
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て

き
た
。
さ
ら
に
燃
料
や
電
力
、
資
材
な
ど
の
値

上
が
り
傾
向
も
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
品

価
格
を
見
直
し
、
卸
販
売
先
へ
の
配
送
業
務
を

発
送
対
応
に
切
り
替
え
る
な
ど
し
て
、
物
流
コ

ス
ト
の
削
減
に
も
努
め
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
執
行
役
員
で
生
産
部
の
佐
藤
正
部

長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
自
粛
に
よ
っ
て
一
時

は
売
り
上
げ
が
30
％
減
少
し
、
非
常
に
大
変
で

し
た
。
来
場
者
は
徐
々
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
団
体
の
ツ
ア
ー
客
は
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
」

と
、
厳
し
い
現
状
を
打
ち
明
け
る
。

　
落
ち
込
ん
だ
客
足
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
と

し
て
、
限
定
の
チ
ー
ズ
販
売
や
特
別
セ
ー
ル
を

う
た
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
毎
月
開
催
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
の
広

報
戦
略
や
ネ
ッ
ト
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
ス
ー
パ
ー
へ
の
販
売
も
増
や
し
、
販
路
拡

大
に
努
め
て
い
る
。

　
佐
藤
部
長
は
「
セ
ン
タ
ー
は
蔵
王
観
光
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
施
設
。
こ
の
地
域
か
ら
酪
農

を
な
く
し
て
は
い
け
な
い
と
の
思
い
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
さ
ら
に
強
ま
っ
た
」
と
力
を
込
め
る
。

「
町
や
周
辺
施
設
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
と
力

を
合
わ
せ
、
地
域
全
体
が
良
く
な
る
た
め
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

地域で
助け合って
います

自
前
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
積
極
活
用

新しい時代の酪農を実践し、
学びを得る

エコフィードの活用で、
生産コスト高に対応

大型機械で飼料を混ぜる

タンパク分が
豊富

毛利 靖幸課長
生産部

栄養化が高く、
安定品質の牧草作りを
心がけています

作業が合理化され、

少ないスタッフでも余
裕のある

飼養管理ができるよう
になった。

嗜好性が良くなり、
餌の食い込みが◎

ホエイ

麦芽粕

ウイスキー
粕

神奈川県厚木市に「財団法人酪農電化セ
ンター」を設立

宮城県蔵王町に移転し、草地酪農に着手

国産ナチュラルチーズ実験製造工場を建設

酪農ヘルパー専門技術員養成研修開始

チーズホエイの有効利用方法として、給与
試験開始

新牛舎建設。ロボット搾乳機設備の導入

1960年

1964年
1980年
1991年
2006年

2017年

HISTORY

haha

ロボット搾乳機設
備

佐藤 正部長
生産部

農場長で生産部の川村課長
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針
で
、
別
棟
の
育
成
牛
舎
に
は
約
50
頭
の
未
経

産
牛
を
飼
養
す
る
。

　
生
産
部
門
は
２
人
の
パ
ー
ト
社
員
を
含
め
た

10
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
い
、
製
造
部
門
や
サ
ー

ビ
ス
部
門
を
合
わ
せ
た
全
体
で
は
約
60
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
セ
ン
タ
ー
を
支
え
て
い
る
。
生
産
部

門
は
牧
草
栽
培
も
担
当
し
、
１
人
が
専
任
業
務

と
し
て
耕
作
地
の
管
理
に
当
た
り
、
収
穫
時
な

ど
は
他
部
署
の
人
員
も
作
業
に
加
わ
り
ス
タ
ッ

フ
総
出
で
行
う
。
今
年
の
作
付
け
面
積
は
80
　

で
、
こ
こ
数
年
は
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
を
メ

イ
ン
に
栽
培
。
円
安
に
よ
る
輸
入
飼
料
価
格
の

高
騰
傾
向
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
で
は
一
昨
年
か

ら
所
有
農
地
だ
け
で
な
く
耕
作
放
棄
地
を
10
　

ほ
ど
借
り
受
け
て
耕
作
面
積
を
増
や
し
て
い

る
他
、
収
量
を
見
込
め
る
草
地
の
更
新
に
手

間
を
か
け
、
自
給
粗
飼
料
の
増
産
に
努
め
て

い
る
。

　
蔵
王
酪
農
セ
ン
タ
ー
は
、
高
原
の
自
然
に
囲

ま
れ
た
チ
ー
ズ
工
場
と
チ
ー
ズ
直
売
所
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
複
数
で
構
成
す
る
。
蔵
王
観
光
の

定
番
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
生
産
部
門
で
は
2
0
1
7
年
に
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
を
利
用
し
て
牛
舎
を
新
築
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
搾
乳
機
を
蔵
王
周
辺
で
初
め
て
導
入
し

た
。
新
し
い
時
代
の
酪
農
を
実
践
し
、
学
ぶ
た

め
だ
と
い
う
。
農
場
長
で
生
産
部
の
川
村
和
記

課
長
は
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
機
を
導
入
し
た
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
「
作
業
が
合
理
化
さ
れ
、
少
な
い

ス
タ
ッ
フ
で
も
余
裕
の
あ
る
飼
養
管
理
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
不
都
合
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
乳
房
や
乳
頭
の
向
き
に
よ
っ

て
は
個
体
ご
と
の
調
整
が
必
須
。
ロ
ボ
ッ
ト
に

な
っ
た
と
は
い
え
、
す
べ
て
機
械
任
せ
と
い
う

こ
と
は
な
く
、
牛
を
見
る
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
」
と
話
す
。
牛
舎
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
機
の

他
、
４
頭
を
同
時
に
搾
乳
で
き
る
ア
ブ
レ
ス
ト

パ
ー
ラ
ー
を
備
え
、
個
体
の
特
性
に
合
っ
た
２

通
り
の
方
法
で
搾
乳
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
現
在
の
飼
養
頭
数
は
経
産
牛
95
頭
（
搾
乳
牛

70
頭
）
で
、
昨
年
度
の
出
荷
乳
量
は
９
２
０

ｔ
。
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
機
を
据
え
た
コ
ン
ポ
ス
ト

バ
ー
ン
牛
舎
に
は
最
大
１
０
０
頭
を
飼
養
可
能

だ
。
増
頭
や
更
新
は
基
本
的
に
自
家
育
成
の
方

　
農
場
か
ら
30
分
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
、
セ
ン

タ
ー
が
運
営
す
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

担
当
す
る
生
産
部
の
毛
利
靖
幸
課
長
は
「
自
家

産
粗
飼
料
の
割
合
は
重
量
ベ
ー
ス
で
３
割
ほ

ど
。
収
穫
量
を
増
や
す
た
め
に
草
地
更
新
を
実

施
し
、
栄
養
化
が
高
く
品
質
が
安
定
し
た
牧
草

作
り
を
心
が
け
て
い
る
」
と
話
す
。

　
高
騰
す
る
飼
料
コ
ス
ト
を
低
減
し
よ
う
と
、

発
酵
飼
料
に
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
（
食
品
残
さ
か
ら

製
造
さ
れ
た
飼
料
）
を
活
用
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｍ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
扱
っ
て
い
る
エ
コ
フ
ィ
ー
ド

は
、
ビ
ー
ル
製
造
の
副
産
物
で
あ
る
麦
芽
粕
が

メ
イ
ン
。
月
に
２
回
ほ
ど
仙
台
市
に
あ
る
ビ
ー

ル
工
場
か
ら
脱
水
と
サ
イ
レ
ー
ジ
処
理
さ
れ
た

も
の
が
運
ば
れ
て
く
る
。
１
回
の
搬
入
量
は
13

ｔ
で
、
タ
ン
パ
ク
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
飼
料
と
し
て
優
れ
て
い
る
と
い
う
。
毛

利
課
長
は
「
ま
と
ま
っ
た
量
を
定
期
的
に
入
手

で
き
、
品
質
が
安
定
し
て
い
る
た
め
、
飼
料
の

設
計
が
し
や
す
く
助
か
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
こ
の
他
に
、
ウ
イ
ス
キ
ー
粕
や
チ
ー
ズ
製
造

で
発
生
す
る
ホ
エ
イ
も
配
合
し
て
い
る
。
チ
ー

ズ
製
造
の
副
産
物
で
あ
る
ホ
エ
イ
は
加
工
処
理

後
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
あ
る
乳
清
飲
料
「
Ｍ

Ｏ
Ｌ
Ｋ
（
モ
ル
ク
）
」
と
し
て
も
販
売
し
て
い

る
が
、
飼
料
に
混
ぜ
る
こ
と
で
嗜
好
性
が
良
く

な
り
、
餌
の
食
い
込
み
が
違
う
と
い
う
。
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
と
し
て
使
う
こ
と
で
廃
棄
に
か
か
る

コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ホ

エ
イ
を
飼
料
に
活
用
し
て
い
る
の
は
全
国
的
に

も
珍
し
い
と
い
う
。

　
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
、
蔵
王

酪
農
セ
ン
タ
ー
で
使
う
飼
料
の

他
に
、
蔵
王
周
辺
の
酪
農
家

７
戸
向
け
の
飼
料
も
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。

現
在
、
育
成
牛
向
け
の
ド
ラ
イ
飼
料
を
年
間

１
５
０
０
ｔ
、
経
産
牛
向
け
の
発
酵
飼
料
を

年
間
３
０
０
０
ｔ
供
給
す
る
。
Ｊ
Ａ
全
農
く
み

あ
い
飼
料
㈱
が
利
用
者
に
合
っ
た
飼
料
を
設
計

し
、
各
農
家
に
提
案
し
て
い
る
。
同
社
の
担
当

者
は
「
コ
ス
ト
を
抑
え
て
農
家
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
捉
え
、
頭
数
や
経
営

に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
い
る
。
生
産

者
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
築
き
な
が
ら
経
営

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
施
設
内
に
あ
る
工
場
で
は
現
在
15
種
類
の

チ
ー
ズ
を
製
造
し
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
は
じ

め
と
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
の
他
、
ゴ
ー
ダ

チ
ー
ズ
や
チ
ェ
ダ
ー
チ
ー
ズ
な
ど
の
熟
成
チ
ー

ズ
も
作
っ
て
い
る
。
原
料
は
蔵
王
山
麓
の
酪
農

家
が
生
産
し
た
新
鮮
な
生
乳
。
年
間
5
0
0
0

ｔ
を
仕
入
れ
、
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
な
ど
の
乳
製

品
、
加
工
原
料
用
の
業
務
用
牛
乳
な
ど
を
製
造

し
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
チ
ー
ズ
作
り
を
学
ぶ
年
4

回
の
研
修
だ
け
で
な
く
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
や

畜
産
団
体
の
社
員
研
修
、
農
業
高
校
や
農
業

大
学
校
の
実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
お
り
、
多
様
な
飼
養
環
境
を
見

て
学
べ
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ー
ズ
研
修

に
は
こ
れ
ま
で
延
べ
2
0
0
0
人
以
上
の
人

が
学
び
に
訪
れ
た
。

　
飼
料
価
格
の
高
騰
は
、
蔵
王
周
辺
の
生
産
者

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
蔵
王
酪
農
セ
ン
タ
ー
の

事
業
経
営
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
草
地
更
新
と
圃
場
拡
大
で
質
の
良

い
粗
飼
料
の
収
量
を
増
や
し
つ
つ
、
経
産
牛
の

飼
養
頭
数
を
縮
小
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て

き
た
。
さ
ら
に
燃
料
や
電
力
、
資
材
な
ど
の
値

上
が
り
傾
向
も
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
品

価
格
を
見
直
し
、
卸
販
売
先
へ
の
配
送
業
務
を

発
送
対
応
に
切
り
替
え
る
な
ど
し
て
、
物
流
コ

ス
ト
の
削
減
に
も
努
め
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
執
行
役
員
で
生
産
部
の
佐
藤
正
部

長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
自
粛
に
よ
っ
て
一
時

は
売
り
上
げ
が
30
％
減
少
し
、
非
常
に
大
変
で

し
た
。
来
場
者
は
徐
々
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
団
体
の
ツ
ア
ー
客
は
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
」

と
、
厳
し
い
現
状
を
打
ち
明
け
る
。

　
落
ち
込
ん
だ
客
足
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
と

し
て
、
限
定
の
チ
ー
ズ
販
売
や
特
別
セ
ー
ル
を

う
た
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
毎
月
開
催
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
の
広

報
戦
略
や
ネ
ッ
ト
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
ス
ー
パ
ー
へ
の
販
売
も
増
や
し
、
販
路
拡

大
に
努
め
て
い
る
。

　
佐
藤
部
長
は
「
セ
ン
タ
ー
は
蔵
王
観
光
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
施
設
。
こ
の
地
域
か
ら
酪
農

を
な
く
し
て
は
い
け
な
い
と
の
思
い
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
さ
ら
に
強
ま
っ
た
」
と
力
を
込
め
る
。

「
町
や
周
辺
施
設
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
と
力

を
合
わ
せ
、
地
域
全
体
が
良
く
な
る
た
め
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

生
産
コ
ス
ト
高
が
経
営
を
圧
迫

販
路
拡
大
な
ど
で
回
復
目
指
す

蔵王酪農センター
観光・研修施設一覧
蔵王チーズ工場
15種類のチーズはこの場所から！

チーズキャビン
「蔵王チーズ」などお土産が買える直売店
(左写真、店内の様子）

チーズハウス（レストラン）
チーズを焼いてパンや野菜と食べる「ラク
ロネット」が人気！

手作り体験館
チーズやバターなどの手作り体験ができる

ふれあい牧場　蔵王ハートランド
ヤギやヒツジがいる

バラ園
約400種類のバラが植えられている

全農くみあい飼料㈱の担当者（右）と飼料設計に力を入れる佐藤部長（左）と毛利課長

出来上がった飼料を

トラックに積み、農場へ運ぶ

15
種
類
の
チ
ー
ズ
を
製
造

研
修
制
度
も
充
実

草地更新、圃場拡大で
質のよい粗飼料の収量を
高める

ウイスキー粕を確認する毛利課長

「たまごロールケーキ
」

チーズを
食べに来てね

飼料の粉じんが舞う中、作業を頑張っています

観光客が買いに訪れる
「蔵王チーズ」

ソフトクリー
ムも

おいしいよ

チーズ製造の副産物であ
る

ホエイを使った乳清飲料

「ＭＯＬＫ」

スタッフ一丸で生産

●蔵王高原荘　●手作りパン工房　●軽食・喫茶　チーズ
シェッド　●軽食・喫茶　ウィンド・スクエア　●バーベキュー
ハウス　ウィンド・デッキ　●チーズ工房　蔵

他にも…
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